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下北沢駅前食品市場の再開発 
~場の魅力を未来へ~ 
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There are many characteristic cities in Tokyo . Each character has an effect that attracts People .  
The cities are made of various factors , for example , historical back ground , geographical Features , 
traffic , culture and people . And architecture is the important factors too . From now on ,We have to 
succeed the past , and to keep up with the changes .  
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１． 背景 
第二次世界大戦後、高度経済成長の中で東京の都市空
間にはたくさんの建物が建ち並びいくつもの特徴的な街
が形成されてきた。しかし高層建築の建設が可能となり、
経済成長期に建設された建物の老朽化が進む現在は東京
の各地で、場所の特性や魅力を無視した再開発が行われ
ている。下北沢もまた、その中のひとつであり現在大規
模な道路計画が進められている。密集する路地空間と小
店舗、いくつもの劇場があり演劇や音楽の街としてたく
さんの人から愛される下北沢は車の流入する高層建築の
街へと姿を変えようとしているのである。 
２． 目的 
めまぐるしい経済成長を経て、現在の日本は成熟社会
へと向かっている。スクラップ＆ビルドに疑問の声が高
まる中、今後建築がどのように建てられていくのかを考
えるべき時期が訪れているのである。これからの建築や
再開発には単に経済性を重要視するのではなく、都市の
持つ文脈や空間構成、集まる人とその活動を汲み取りま
た未来にも目を向けていくことが求められる。場のコン
テクストを継承していくような建築の在り方、再開発を
目指すこと、またそのために現在の東京に不可欠である
経済性や利便性を共存させリアリティを持たせることを
本研究の目的とする。 
３． 研究方法 
本研究では下北沢の中でも特に長い歴史を持つ「下北
沢駅前食品市場」に焦点を当てる。まず現在計画が進め
られている下北沢の大規模再開発の問題点について触れ
る。次に下北沢の都市空間、駅前食品市場の空間構成と
使われ方、またプログラムとしての市場について考える
ことで、再開発が行われることを前提条件に研究を進め
ていく。 
  
下北沢大規模再開発の問題点 
       （１）南北の街なみの均質化、車の流入 
下北沢は小田急線の線路によって南北に分かれており、
異なる性質の都市空間が形成されてきた。小田急線の地
下化と道路の拡大によって南北の街並が均質化されてし
まい、下北沢を愛する人々から「歩いて回れる街」であ
る下北沢が車の流入する街へと変わってしまうことが心
配されている。 
          （２）駅前食品市場の空間の消失 
駅前食品市場はもともとこの場所で商売をしている人
をはじめ、買い物に来ている人、最近では若い人からも
愛されており、独特の空気を持った空間が残っている。
下北沢の原点であり、長い間をかけて出来上がった貴重
な場所を壊しロータリーにしてしまうということは街の
景観のみならずここに根付いた活動をも破壊してしまう
ことになる。 
解決のキーワード 
                （１）都市のエッジ 
 小田急線の線路が地下化された後、南北のコンテクス
トを保つためのエッジとして新たにこの市場を位置づけ
る。ハードとしての問題にとどまらず、プログラムとし
ても北側の商店街での活動と、劇場や開発後の広場での
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活動を共存させる場を提案する。 
 
           （２）時間とともに更新される 
 計画が進んでいる再開発では過去や現状とは関係なく
経済性・利便性が最優先されており、このまま計画が進
めばこれまでの流れは断ち切られてしまう。壊すことを
前提にするのではなく更新し続けることを前提に計画を
始めることを提案する。本計画では、過去と現在の空間
構成と活動をもとに未来を描いていくことを提案する。 
 
１、２を実現させるために機能としての市場、下北沢の
都市空間、駅前食品市場の空間について考え、その性質
を建築に内包していく。 
機能としての市場 
 市場（いちば、しじょう）、マーケット（英語：market）、 
市（いち）：「市庭」とも表し、定期的に人が集まり商
いを行う場所。商人が仕切りを設置し、買い手が商品を
求める広場をいう。この種の市場は非常に古く、無数の
市場が世界中で運営されている。  
 
大型のショッピングモールが増加し数は減っているが、
現在もたくさんの人で賑わう市場は残っている。近年の
市場では本来の目的である売る・買う以外に「その光景
を見る」という行為がプラスされており、築地市場やア
メ横はその代表例である。駅前食品市場では、売る・買
うという経済活動が衰退している一方で「あまり採算は
見込めないが自分の店を出す」「不定期でイベントを開
催する」「めずらしい場所を見に行く」という行為が増
加していった。経済活動の活発化に加え、ギャラリーや
アトリエ、イベントスペースの機能を付加した市場とし
て計画する。下北沢は演劇や音楽の街としても知られて
おり、表現の場を提供することが相応しいと考える。 
また、機能としての市場の空間的特徴を内包することを
考えた。市場では、店の前にも商品を置いたり、壁に商
品を掛けたりということが多く行われており、地面から 
下北沢の都市空間 
下北沢にはたくさんの路地と小さな店舗が巡っており、
この特徴が下北沢の印象に大きく関係している。小さな
路地が集まった、迷路のような空間体験を建築に内包す
ることで現在の下北沢の記憶を残す。 
駅前食品市場の空間 
         （１）アーケードで囲われた空間 
駅前食品市場は、独立した建築の集合につぎはぎをす
るようにアーケードをかけることで出来ている。築地市
場やアメ横にはない特徴であり、囲われたような空間を
残すことで「下北沢駅前食品市場」の空間を継承する。 
                 
                （２）セルフビルド 
この市場は、赤土の上にみかん箱を置いて商売すると
いう形態から始まった。やがて、商売をする人たちによ
って現在の店舗が建てられ、やがて雨よけのアーケード
が、赤土からタイルへの舗装工事が行われて現在のかた
ちに至っている。「使う人によって更新されていく」ス
タイルはこの市場の持つ大きな特徴のひとつであると言
える。使う人によって更新されることを前提とした市場
を提案する。はっきりとひとつずつの店舗の領域を決め
るのではなく、モノや人が溢れ出すことで日々変化する
空間を提案する。 
 
 
空間構成 
 以上の考察より空間構成を決定した。高さの異なる３
種類の壁を用いること、ヴォイドを設けることをルール
とした。高さの異なる３種類の壁に加え、ヴォイドを設
けることで異なる性格を持つ各階の市場に関係を持たせ、
「立体的な市場」を実現しようと考えた。 
 
敷地について 
a）東京都世田谷区北沢 小田急線・井の頭線下北沢駅北
口 
小田急線と井の頭線が X 字に交わり小田急線の線路を境
に北側に位置する。周辺には路地空間に古着屋や雑貨屋
等の小店舗が並び若者で賑わうが、この市場には戦後の
闇市の様相が色濃く残っている。老朽化が進んでおり、
防災や避難等の問題を抱えているが現在もたくさんの人
に愛されている。再開発に伴い、2011年 12月をもって立
ち退きが完了した。 
   （１）プラン構成 
① 地上 2F 建てである現在の駅前食品市場に対して、地下
1F~地上 4F 建ての市場を提案する。地下 1F~2F は商
業を中心とし、3F~4F にかけては商業に加えてアトリ
エやギャラリー等の自己表現の場を設ける。4F は屋上
階とする。高さの異なる 3 種類の壁とヴォイドによっ
て立体的な繋がりを持たせる。全ての階に同じ壁のシ
ステムを用いるが、各階の性格は異なる。 
② 地下 1 階には駅、北側、南側の 3 方向の階段から降り
ることができる。現在の駅前食品市場が持つような、
囲われていて薄暗い空間を継承する。 
③ 1F 部分は、市場としての機能を持ちながら地上レベル
の周辺と一体となった広場のような場所と位置づける。 
道路に対して 45°に振った壁は様々な方向から人の流
れを取り込む。 
④ 2F 部分も商業の機能とするが、1F とは異なる性格を持
つ。ヴォイドを通じて地下 1F、1F の空気を感じること
が出来る。 
⑤ 3F で主な機能となるアトリエやギャラリーにでは、ヴ
ォイドを通じてパフォーマンスが可能になる。 
⑥ 屋外となる 4F もパフォーマンスの場となり、3F とは
ヴォイドによってつながりを持つ。 
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    （２）外観構成 
過去でも未来でもなく、現在の街なみを継承するヴ
ォリュームとファサードを想定する。内部の壁によっ
て、北側には小さな路地が密集したような印象を、ま
た南側には北側に比べて大きなスケールを解放し周辺
と一体になった広場のような印象を持たせる。 
４． 結論 
本設計では、下北沢を対象に「場の魅力を未来へ継承す
ること」を考えた。様々な団体が発信する開発に関連す
る文献を読むことで、いくつもの立場を想定しながら、
起こりうる活動を考え、ヴォリュームや空間構成に落と
し込んでいった。成熟社会を迎えた日本にとって、スク
ラップ＆ビルドではなく、更新し続けていくことを前提
とした再開発・建築の在り方が必須となり、いかに周辺
環境との呼応を図りつつ計画を進めていけるかどうかが
大切になっていくのではないだろうか。 
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